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。
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め
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ま
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ょ
う
。

平成23年５月１日～９月30日
20都市での救急搬送熱中症患者数
（国立環境研究所・熱中症患者情報速報 平成23年度報告書）

熱中症による
総救急搬送数
11,065人

自宅での発症
3,851（34.8％）
その3,851人のうち、
特に多い年齢層が65歳以上で、
半数以上の

2,531人（65.7％）

蛇口からはじめる
熱中症対策

主催：｢健康のため水を飲もう｣推進委員会　後援：厚生労働省

｢健康のため水を飲もう｣推進運動は、全国の水道事業体および各種団体・企業のサポートにより運営されています。

協賛：全国管工事業協同組合連合会（略称：全管連）


